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「属夜生の野外調宜 を指導 して」

坂下利克

教壇妬立つて4年目柘，私は世出谷区を中心とする私立嵩校の地理研究サークル（社会郷土研

究会）の顧問となつた。これがそもそも私が野外調杏匠おいて生徒を指導するきつかけvcなった

もので ，この研究会tとついてはかつて法政地埋5号妬紹介しておいた。

以来今年をもつて 10年研究指導を続けてきたわけであり ，このうちのは じめ 2年間は参加佼

陀よる共同調査，残り 8年間は私の学校単独の詢杏活動である。

前者はいわば暗中模索の時代として， 思いつくまま佐近郊農村 ，山村 ，海苔養殖等を日焙りコ

ースでまとめあげるのがせいいつばいであつた。 参加校生徒を率いての共同調壺は僅か 2年で消

滅した。しかしその際集つた生徒諸君は 「赤とんばの会」という組織を作つて ，卒業後もなお今

日妬至る迄緊密な結びつき を維持している。いわば 「坂 Fバーティ」とでもいうべきものである。

昨年 11月その中から 2組目 のカップルが誕生した。いつほう社会郷土研究会は ，現在では参加

校それぞれの研究を交換する場として ，細々ながらその命脈を保つている。

合宿匠 よる調査がとり人れられたのは ，調．杏活動開始後3年目 ，すなわらわが校単独の調査匹

きりかえられて以後である。そして この頃から調脊対象も涸村 ・開拓地花組中することとなつた。

以上が私の歩んできた調資指導の概略であるが ，この中から私造が昨年行なつた窃頂山開拓地

の場合を思い起しつつ調壺の進め方を紹介し ，おおかたの御批判をえたいと思う。

まず調査i也城あるいは調査対象の選定であるが ，すでtCマンネリ 化している私の場合化も，一

つの調査が終る ごとに， めるいは次の計血をたてる際胚問題Vとなるのは ，「農村調壷とはいつた

い何か」「何の目的でやるのか」という疑問でめる。この点尻関しては東大出版会からひと昔前

VC「農村調査研究入門」と題する本が出され ，没ぼ問涵点は要約されているので ，今更あらため

て論ずるのも面映ゆい感じがするが ，私自身がその頃生徒忙与えた言葉は次の ようなものであっ

た。

「……。私たちと同 じ国土匹住む人達が ，いまいかなる問題厄悩み ，どのような生活を営んで

、 いるか ，その埋解な くしては ，よ りよい未来を払逹の祖国の上匹作り出すこと はでき ないであろ
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う。殷村人口の占める比率が極めて高い特異な文明国家であってみれば ，その必要性は特花強調

されなければならない…………。しか し島校生の行なう調沓胚は，かかる目的（て加えて， もう一

つ大切なねらいがある筈である。研究会は私たち平凡な人間が共通の目標の上花話し合い ，そし

て考え ，更花批判し合う学問の場である。その中で， 私たち 1人 1人か学び ，そして鍛えあげ ら

れて行くのである。それは大なり 小な り，どの研究団体Vともあてはまると とであるか ，私たち高

校生の場合，特匠重要な意味をもつている と考え られる。私たちは研究会活動のあらゆる機会を

捉えて（固性を伸ばさなければならない。たえず築き上げられて行 (1人1人の進歩の上tてこそ，

組織はいつそう強化されるのである。 …………」

大学進学の競争率激化花伴い ，高校教育の歪みは年々大き くなって行 （，この様な状態の中で，

われわれの研究活動は益々困難妬なつて行 くであろうが ，そのような社会なればこそいつそ う学

問する心は育てられねばならない。

かく て私は調森対象の選定｛を当つては ，問題の如何よりもむしろ次の様な点を一義的に考え，

生徒匠示唆を与えている。

1． 若い人達の調清研究匠埋解を示し ，快 （協力してく れる ような雰囲気のある所。

2， 美 しい自然竹』囲まれている所。

3. 宿泊 ・交通費等に余り負担がかからず ，医療機関l！とそれ程時間的距離がへだたつていない

所。

4 調．杏対象が何らかの意味で特色を有し ，若い人達花典味を抱かせる地域。

われわれの調壷が近年野辺山 ・西稟士 ・鹿放ガ丘・鴎頂山（来年度の予定は万座Vと近い仙之人

か ，南伊豆の天神原である）等の開拓地匠偏よつているのは ，以上のような理由からである。

なお参考注で (r.: 習き添えてお、（と ， 関東周辺の開拓地囮•関する賓科 （開拓営梨実績調査等） は

築地の関東殷政局梱造改善部入植営船課佐あり，私は数年来ここのお世話花なつている。この事

務所の管轄抑囲は 11'.凍全域と長野 ・ 山梨 • 静岡である。必要のむきはいつでも御紹介申 し上げた

い。

私は以上の資料花よつて適地を選ぴ ，生徒と相談して侯補地を確定 している。 • この事務

所から現地tC前もつて辿絡を依頓し ，公文計を提出するはこぴとなる。

公文書は私が直接下見かたがた現地佼おもむいて開拓農協の組合長忙手渡すこともあり郵送す

る場合もある。

次の手禎は校内匠おける学営活動である。放課後のクラ プ活助の時間を使い ，盛業問速一般及

び調森地域のあらまし（統計資料 ・地形函 ・地名辞典 ・下見の際の開き込み等をもと花）を勉強
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する。

（なおこれと 並行して私の学校では毎年全生徒の辿学圏を 2万5千分の1のスケールで四化，

る作業を併せ行なつている。）

夏休み直郎（！ては殻絞の卒1.、他段階として次のような仕事があみ。

1. 戸別調脊に備えての址遥成

2. 調．否／廿紙の作成と用法の指辺

3. 戸別訪問tc際 してのエチケット

4. 訥―点）も品の約！！；i（ノ ート。 フィルム治）

地瑶研究附軍は生徒会から約 2万5千円程疲の補助かあり ，現地切森(rCはその中の半分が紐／i:l

れている。現地調査は、ふつ う夏休みのはじめtて行われ、 3~ 4泊で実加される。 改年肉走で

は小 ・中学咬を？酋舎にあてていたが、Bi’j和 37年の野辺山調森以来旅i、l'i（平均3食付7C 0円）

を利用している。 参加老はイ3,11年 10名鉛匹で、 2~3名の0Bがこれ侭加わり、没故を礫 してく

れる。

現池調杏は開拓農協組合長（も しく はそれ忙替る人）からの低況説明特収lては じまる。ふつう

5~ 6時間を要するが ，これは視地9て到着したての日代実施され る。余談lてなるが組合長といえ

ば ，私たらか昨年冬訪れセ千柔の鹿放が丘曲拓柴協の組合長さんは実竹ー立派な人だった。西[l:I幾

多郎の門下生として京大の哲学科四学んだ人だが ，御自 身が敢えてこの道を選ばれた理由を熱乞

こもつた言葉で語られ，夕湘につつまれた室内の暗さ匠気がつかれぬ様＋であった。日本農菜の

進むぺき道と御自身が争筏されようという直出哲学の梢神か ，氏の中匠一体となつているのを感

じ，私はかつてない衝撃を覚えた。オ ーパーの襟を立てて駅匠戻る道すがら生徒から「i甘いた感想

もやはり類似のもので ，日帰り調査Vてとれ程の教育的効果を自覚した瞬間を私は未だ佼経験しな

V。

第2日，第3日は戸別の淵きと り調爺で， 計画どう り近紺に別れて行助する。そして夕食後各

班の報告が行わ几，各人がそれぞれの頭で村の全説を組み立ててゆく。 農家訪問lてはまたいるい

るな挿話がつきもので ，失敗談妬顔をかく者 心あり ，胸をそらせる連中もいる。

視地調査の最終日は約半日をレクリエーション花当てることvcしている。それは私の目的の重

要な一項目なのでめる。

かくて次の報倖祇作成の段階(9乙移るわけである。

帰京後， 残りの夏I木み期間を利J1礼して ，各人がレポートを作成する＾ この場合私が予め報告害

の薗戊を考え ，生徒は瑣且毎花分担執筆することとなる。余談tcなるが視在の若い人避の表視能
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力は決してほめるぺきものではなく，その校正 ・指導は毎年私の頭痛の稲である。

報告舟の原稿が完成 し， やがて印刷所か ら製本が届 く頃 ，私の学校では文化祭の油備最終段階

ということ Vとなる。そ して， 地理研究部でもまた，晴れの当日を目指して ，次の新たな仕事侭と

りかかることとなるのである。

以上私はわが校匹おける研究指祁のあらましを思いつくまま VC記してみた。 とうしてまとめて

みると，いかtcももつともらしいが，実は未解決の問題も少なくないのである。

私は最近自分自身がい力屯指毒性tc欠けているかという点i芍漸く気がついた。 指導上の技術的

な問題もさる ことながら，吏9な本質的な問題としては ，マンネ リズムを意毀した時の腺悪感 ，報

告1社の価値Vと対する懐疑感等 ，これらの漠とした不安は，私の地雌教育『一対する自信をも喪失さ

せるのである。

地理学徒として ；同時佐教育者としての限界を ，私は巌近痛切i口感じている。自 らを知る上W-

砂て私の部活辿指尋は極めて有意義なもので；；；つた。同時lCその反面 ，・自分自身への気休めと

して ，視在実施されているような社会科地埋とい うものか ，あるぺき姿としての晋追的な存在fiiti

値を有しているかどうかとい う点9,（も ，希ギの疑念をもつている。

高校教育の一科目 として「地理はいかVこあるぺきか」を問う前佐 ，「なぜ地理教育かなされね

ばならぬか」が ，松匠とつて問われねばならぬ出発点なのである。若い人逹の人t廿1形成（たこの学

問が参与するメ カニズムが ，救壇生活十余年の私の頭の中で ，未だJ盟解されぬまま放紺されてい

る。

印＇と3主江UFit匠采 し終えた抽坦学のプラグマチックな役割。 炭境決定論 ，地人阻1甜論 ，可能論

達の歴史1,1り、埓空。社会科学の一分科としてとい うよりも？j助科学としての地理学 （地理的な見方）

乃至は地誌等。
• 9 9 2 ゞ・・・・ ・今●

これらの意義は高校教育の中の独立した一科目としての地埋学の本来的使命とは私沢は考えら

れないのである。

たいへん思いあがつたことを科き ましたが ，さ きの野外指導に対する御批判ととも佐 ，併せて

• この点tこつ き ， 現場で 1釘接指遥vc 当 つ ておられ る先学諸兄のお考えをお閣かせいただきたいと存

じます。

（日本学園尚校教諭 2 8年度学部卒）
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